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社 会 科 学 習 指 導 案 

 

１ 単元名           安全なくらしを守る 「２ 事故や事件をふせぐ」（全 11時間） 

 

２ 単元の目標 

・事故や事件から地域の人々の安全を守る活動について，関係機関は地域の人々と協力して，事故や事件の防

止に努めていることや関係の諸機関が相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていることを見学，調

査したり資料を活用したりして調べ理解し，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事してい

る人々や地域の人々の工夫や努力を考え，表現する。 

 

３ 単元の評価規準 

 

４ 単元について 

＜学習指導要領の記述＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
観察・資料活用の技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

①事故や事件から地域の

安全を守る活動に関心

をもち，意欲的に調べ

ている。 

②地域社会の一員とし

て，事故や事件から

人々の安全を守るため

の活動に協力しようと

している。 

 

 

①事故や事件から地域の

安全を守る活動につい

て，学習問題や予想，

学習計画を考えて記述

している。 

②人々の安全を守るため

の関係機関の働きと，

仕事に従事している

人々や地域の人々の工

夫・努力の大切さを考

え，根拠を示して説明

している。 

①警察署を観点に基づい

て見学したり，地域の

人などから話を聞いた

りして，事故や事件か

ら地域の安全を守る活

動について必要な情報

を集め，資料を読み取

っている。 

②調べたことをグラフや

白地図，作品にまとめ

ている。 

 

①関係の諸機関が相互に

連携して事故や事件に

対応する体制が築かれ

ていることや，地域の

人々の安全を守る活動

の大切さを理解してい

る。 

②関係機関が，地域の

人々と協力して事故や

事件の防止に努めてい

ることを理解してい

る。 

（４）地域社会における災害及び事故の防止について，次のことを見学，調査したり資料を活用したりして調

べ，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々や地域の人々の工夫や努力を考

えるようにする。 

 

  ア 関係機関は地域の人々と協力して，災害や事故の防止に努めていること。 

  イ 関係の諸機関が相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていること。 
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 ５ 単元構想図  安全なくらしを守る 「２ 事故や事件を防ぐ」（全 11時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの生活はどのように交通事故から守られているのだろう。 

②③私たちの校区にも危険な事故が起きそうな場所はあるのだろうか。 

⑤⑥警察署はどのようなことをして事

故からわたしたちの生活を守って

いるのだろう。 

警察署や地域の方々が普段から交通事故の防止や防犯のために活動してくれているから，私たちの生活の安全が
守られている。また，事故や事件が起きても，通信指令センターから連絡を受けてすぐに駆けつけるようにした
り，消防署などのいろいろな機関と連携したりすることで，被害を小さくすることで，安全を守っている。 

調
べ
る 

５
時
間 

・交通安全パトロールを行っているね。 

・交番前で警戒をしているよ。 

・横断歩道の前に立って，歩行者や自動車

の誘導もしているんだ。 

・交通安全教室も開いている。自転車の乗

り方など，実際にどうしたらいいのか教

えているね。 

・交通の決まりを守る大切さを教わったよ。 

・実際に事故が起きたがら連絡を受けてす

ぐ出動できるようにしているんだ。 

・通信指令センターから連絡が来るとすぐ

駆けつけるんだ。他の機関とも連携して

いるんだね。 

・24 時間勤務で交代しているのは交通事故

のためだけではないようだよ。→⑦ 

 

⑦事件を防ぐために警察署ではどのよ

うな取組をしているのだろう。 

で
あ
う 

１
時
間 

④私たちの身の回りで交通事故は起きているのだろうか。 

・平成 29年の交通事故マップを見ると，事故の件数は中京区だけでもとても多いよ。 ・昔よりも事故の件数自体は減っているんだ。  

・交通量の多い所で事故がたくさん起きているけれど，狭い道路でも起きているね。 ・年間 7000件を超える事故があるんだ。 

つ
か
む 

３
時
間 

警察署ではどのような取組をしているのだろう。→⑤⑥ 地域ではどのような取組をしているのだろう。→⑧⑨ 

＜賛成＞ 

・たくさんの取組をしても事故が減らないのだから，やはりち

ゃんとルールを守れるように免許制にすべきだ。 

・10代の自転車事故が多いのだから，小学校のうちからしっか

り学んでおけば，事故は減らせるはずだ。 

・登下校するとき，地域の見守り隊の人が

道路に立って安全を確認してくれるよ。 

・夜には防犯パトロールも行っているよう

だね。 

・警察と地域が協力し合ってるんだ。 

・消防団の人と同じで防火防止パトロール

も行っているようだ。 

・「こども 110 番の家」という札が貼って

あるおうちもたくさんあるよ。何かあっ

た時すぐに駆け込むことができるね。 

・○○通りに監視カメラがついたね。 

・街灯も新しく着いたところがあるよ。京

都市と協力して行っているんだ。 

・交通安全教室では，交通ルールなどの決

まりを守ることを教えているね。 

・交通事故だけでなく，犯罪などが起きな

いようにもしているよ。 

・交通事故のためだけではなく，犯罪を防

ぐためにもパトロールしているんだね。 

・詐欺などの被害に合わないようにするた

めに呼掛けなどもしているね。 

・様々な防犯を防ぐためにも警察署の人は

24 時間交代で勤務しているんだね。 

・通信指令センターからの連絡にすぐ対応

することで，事故や事件を減らしたり被

害を小さくしたりしているんだ。 

・消防署と似ているね。地域の人は何かし

ているのかな。→⑧⑨ 

ま
と
め
る
・
生
か
す
２
時
間 

⑩なぜ私たちのくらしが事故や事件から守られているかまとめよう。 

・大通りの交差点はいつも交通量が多くて事故が起こりそうだね。  ・危険なのは自動車だけかな。 

・狭い道から自動車や自転車が飛び出してくるところもあるよ。 ・歩道がなくて自動車とぶつかりそうな道もあるぞ。 
 

⑪自転車による交通事故を防ぐため，自転車免許制を取入れるのは賛成か反対か考えよう。 

今でも事故が 7000 件以上起きていることを考えると，そのような事故の件数を減らすためには私たち自身もも
っと考えないといけない。確かにルールをしっかり守ればいいのだが守れていない人もたくさんいる。自転車事
故は私たちでも起こす可能性があるのだから，みんなが免許を持つようにすれば，正しい自転車の乗り方も学べ
るし事故も減らせるので，自転車免許性を取入れるのは賛成だ。 

①交通事故を防ぐために道路にはどのような工夫があるのだろう。 

。 
・何の標識かな。見たことあるよ。 ・ゾーン３０というのは自動車が 30km 以下で走る区間のことだ。 

・駐車禁止の標識だね。  ・自転車と歩行者が別々に歩く場所の標識だ。 ・決められた時間は歩行者しか歩けない場所があるね。 

・一時停止の標識は英語でも書かれるようになってきたね。 ・交通事故を防ぐために様々な標識があるね。 

・わたしたちの校区にも交通事故が起きそうな場所ってあるのかな。→②③④ 

⑧⑨地域の人々は事故や事件が起きな

いようにするために，どのような

取組をしているのだろう。 

 

＜反対＞ 

・免許を取らないといけなくなると，本当に必要なときに乗れ

ない人が出てくる。 

・ルールを守っている人はしっかり守っているのだから，わざ

わざ受ける必要はないのに受けるのは納得いかない。 
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見方・考え方  安全なくらしを守る 「２ 事故や事件を防ぐ」（全 11時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
る
・
生
か
す
２
時
間 

で
あ
う 

１
時
間 

つ
か
む 

３
時
間 

調
べ
る 

５
時
間 

【見方・考え方】④（空間・時間） 

・京都府内における交通事故発生件数は，年間

15000 件を上回る数であったが，平成 20 年以

降，年々減少してきており，平成 29 年では半

分以下の 7000 件ほどになったことを捉える。 

・平成 29 年の中京区における事故発生場所の地

図を提示し，作成した校区安全マップと比較

し，どのような所で実際に交通事故が多く起き

ているのかを捉える。 

→年々交通事故発生件数が減少しているがまだ

7000 件以上あることと，自分たちの地域にも

交通事故が起きそうな場所や実際に起きてい

る場所があることから，身の回りで事故が起き

る可能性が高いことを考えられるようにする。 

【見方・考え方】①（空間・時間） 

・事故を防ぐためにゾーン 30 が各地に整備され，

京都市内にも年々広がっていることを捉える。 

→様々な標識や標示が地域のいたるところにあっ

たり，ゾーン 30 などの場所が整備されたりする

ことで，交通事故が起きないようにしていること

を関連付けて考えられるようにする。 

【見方・考え方】⑤⑥⑦（相互） 

・警察署では地域のパトロールや交通誘導などを

通じ，交通事故が起きないようにしている。ま

た，交通事故が起きた際には，通信指令センタ

ーからすぐに連絡が入り，現場に急行できるよ

うにしていることや，通信指令センターから警

察署だけではなく，消防署など様々な機関に連

絡が届く仕組みを捉える。 

・事故が起きないように地域の方と連携している

ことを捉える。 

→様々な機関と連携することで，事故を防いだ

り，被害を小さくしたりしていることを考えら

れるようにする。 

・事件が起きないようにするためにパトロールや

聞き込みなどを行っていること，24 時間の勤

務体制をとることでいつでも対応できるよう

にしている等の工夫に着目する。 

→事故や事件からくらしの安全を守るために警

察署が中心となり，地域と連携していることを

考えることができるようにする。 

【見方・考え方】⑩（相互） 

・警察のしくみや交通事故に関するきまり，緊急時

への備えや対応などに着目し，関係機関や地域の

人々の諸活動を捉え，地域の事故や事件などから

生活の安全を守るための働きを考える。 

安全 

被害を小さくするための各機関との連携 

地域との連携 事故を防ぐ取組 

事故から守る 事件から守る 

ゾーン 30整備前後の様子 

（警察庁 HPより） 

中京区 事故マップ 

（京都府警 HPより） 

地域 
きまり 
・ 
法 

自分 

警察 

地域との連携 

警察の取組 

地域の安全を守る働き 

自転車免許制の導入 

賛成 反対 

【見方・考え方】⑪（相互） 
・警察や地域，きまり・法などにより地域の安全が
守られていることを受け，自分たちが事故を減ら
すためにできることに着目し，現在問題になって
いる自転車事故を減らすために議論が起きている
自転車免許制を導入するべきか否かについて賛成
か反対か，学習してきたことを総合して考える。 

 

事故を守るための警察署と関連機関の連携 事件を守るための警察署

と関連機関の連携 
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６ 本時の目標（1／11 時間目） 

・京都市内にある標識や標示等の交通事故を防ぐための様々な設備は何のためにあるのかを考えるこ

とを通じ，自分たちの身の回りに交通事故の危険があるかどうか関心をもつことができるようにす

る。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 資料を基に本

時のめあてをた

てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活経験を基

に予想を立て

る。 

 

 

 

３ 様々な標識や

標示がどのよう

な意味を持って

いるのか調べ

る。 

＜分類＞ 

 

 

 

 

 

４ ゾーン30が何

のためにあるの

か，資料を比較

しながら設置さ

れた意味を考え

る。 

工夫・対策・事業 

変化 

＜比較＞ 

 

○この写真を覚えていますか。 

・以前学習した時に出た交通事故の写真だ。 

・四条通で起きた事故の様子だったね。 

・私たちの生活しているすぐ近くで交通事故が

起きているね。 

○交通事故を防ぐために道路には様々な工夫が

あります。どんな工夫があるか調べてみまし

ょう。 

 

 

 

・道路標識やガードレールなどが様々なところ

にあるよ。 

・道路標識にはいろいろな種類があるね。 

・標識だけでなく，道路に直接かかれているも

のもあるよ。 

 

○ほかにどんな標識があるか，見てみましょう。 

・今まで見たこともない標識もあるよ。 

・自動車に関わるものが多いけれど，歩行者や

自転車に関わるものも多いね。 

・標識だけじゃなく道路にかかれているものも

あるね。標示というんだ。 

・標示にもいろいろあるんだね。 

○道路にある標識や標示は何のためにあるの？ 

・事故が起きないようにするためだ。 

・みんなでルールを守らないと危険だから。 

 

○最近このような標示も出てきました。何のた

めの表示か調べてみましょう。 

・ゾーン 30ってなんだろう。初めて聞いたよ。 

・ゾーン 30になる前となった後ではだいぶ道路

の様子が違うね。 

○ゾーン 30 を設定したことでどんなよさがあ

るのか，写真を見比べて見つけた違いを基に

考えましょう。 

・歩道が広くなったのかな。車道は狭くなった

ようだよ。 

◆パワーポイントで資料を提

示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●パワーポイントで様々な標

識や標示を提示し，その意

味を抑えることで，標識や

標示が自動車だけではなく

歩行者や自転車にとって意

味があるものもあることを

捉えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ゾーン 30 についての資料

を配布する。 

◆ゾーン 30 が設置されてか

ら数年しかたっていないこ

とを伝える。 

●ゾーン 30 の設置件数の増

加グラフを提示すること

で，年々増加していること

や，京都市内にも増えてい

ることに気付けるようにす

交通事故を防ぐために道路にはどのような工

夫があるのだろう。 
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５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，次回の学

習の見通しをも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の振り返

りを行う。 

 

 

 

 

７ 次時の学習の

見通しをもつ。 

 

 

・道路にポールが立っているね。車が来るとき，

スピードを落とすんじゃないかな。 

・道路にも大きく描かられているよ。ゾーン 30

っていうのがわかりやすく示されているね。 

・歩く人にとってやさしい道路になった感じが

するぞ。 

・道路の幅が狭い生活道路の時速を 30km以下に

して事故を減らそうというきまりなんだ。 

・京都市にもそのような場所があるのかな。 

・中京区にもゾーン 30が設定されたようだ。 

 

○このような標識や標示，きまりがなかったら

どうなると考えられるかな。 

・私たちの生活は交通事故だらけになるんじゃ

ないかな。 

・いろいろな所で事故が起きて安全が守られな

いね。 

・歩行者にとっても運転している人にとっても

安全な道路になっていくよ。 

・みんなが道路の決まりを守って交通事故が起

きないようにするためにあるよ。 

 

 

 

 

 

○本時の振り返り『今日の学習で一番印象に残

ったこと』を書きましょう。 

・私たちの地域に危険な所はどれくらいあるの

かなと思った。 

・本当に交通事故が起きているのかなと思った。 

 

◇私たちの地域にはゾーン 30はないね。交通事

故が起きない安全な地域なのかな。それとも

交通事故の危険がある地域なのかな。 

・ゾーン 30はないけれど危険な場所はあると思

うよ。 

・今まで事故にあったことがないから，どちら

かといえば安全な地域なのではないかな。 

 

◇自分たちの地域が安全かどうか，危険な場所

はないのか，実際に調べてみましょう。 

 

る。 

●ゾーン 30 になった場所の

写真を見比べることで，ど

のようなよさがあるのかを

気付けるようにする。 

◆調べてわかったことをグル

ープで交流し，なぜ設置し

ているのか，その意義を考

えるように指示をする。 

 

 

●標識や標示等があることで

どのような利点があるの

か，それぞれが設置されて

いる意味を集約する。 

 

 

 

 

 

 

◆調べて分かったことを基に

本時の問いに対する答えを

まとめる。 

 

 

◆本時の振り返りでは，今日

の学習で一番印象に残った

ことを書くように声かけを

する。 

 

 

●自分たちの校区にはゾーン

30 がないことなどを踏ま

え，安全かどうかを投げか

けることで，次時につなげ

られるようにする。 

【関心・意欲・態度①】 

交通事故を身近なものとして

とらえ，それを防ぐ設備に関

心をもっている。 

（発言・ノートの記述） 

道路標識や標示でルールを示すことで，危険

な場所を示したり，道路のルールを示したり

して，歩行者も自動車を運転している人も交

通事故が起きないようにしている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名札 名札 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事故を防ぐために道路にはどのような工夫があるのだろう。 

 

名札 名札 

名札 

道路標識や標示でルールを示すことで，危険な場所を示したり，道路のル
ールを示したりして，歩行者も自動車を運転している人も交通事故が起き
ないようにしている。 

 

・歩道が広くなった。車道は狭くなったようだ。 
・道路にポールが立っている。車が来るとき，スピードを落とすんじゃないか。 
・道路にも大きく描かられている。ゾーン 30っていうのがはっきり示されている。 
・歩く人にとってやさしい道路になった感じがする。 
・道路の幅が狭い生活道路の時速を 30km以下にして事故を減らそうというきまりだ。 
・京都市にもそのような場所があるのかな。 
・中京区にもゾーン 30が設定された。 
 

 

・道路標識やガードレールなどが様々な
ところにあるよ。 

・道路標識にはいろいろな種類があるね。 
・標識だけでなく，道路に直接かかれて
いるものもあるよ。 

標識 標示 

・私たちの生活は交通事故だらけになる。・いろいろな所で事故が起きて安全が守られない。 
・歩行者にとっても運転している人にとっても安全な道路になっていく。 
・みんなが道路の決まりを守って交通事故が起きないようにするためにある。 

設置前 設置後 設置後（別の場所） 

標識や標示の資料 ゾーン 30の標示 

ゾーン 30 

設置前の 
写真 

ゾーン 30 

設置後の 
写真 

ゾーン 30 

設置後の 
写真 

ゾーン 30 
設置後の 

写真 

ゾーン 30 
設置後の 

写真 
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６ 本時の目標（2・3／11 時間目） 

・自分たちの地域は安全といえるのか，校区をフィールドワークしながら安全ではないと考えられる

場所の写真を撮ったり全体で確認したりして校区の様子を調べることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

変化 

＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活経験を基

に予想を立て

る。 

＜推論＞ 

 

 

 

 

３ フィールドワ

ークを通じ，校

区で交通事故が

起きる危険があ

りそうな場所を

調べる。 

広がり・分布 

 

 

○交通事故が起きないようにするために，私た

ちの周りには様々な標識や標示がありまし

た。ゾーン 30というきまりがつくられた場所

もありました 

○京都市内ではゾーン 30 の整備は進んでいま

したか？ 

・平成 25年から少しずつ増えてきている。 

・平成 30 年 4 月 1 日現在では，市内にも 35 ヶ

所整備されているよ。 

・京都市内にも朱雀第四小学校や第八小学校な

どで整備された地域があります。 

○京都市内でもゾーン 30 が整備された校区も

あるのですね。みなさんの校区ではまだ整備

がされていないようです。交通事故が起きそ

うな場所はないのかな？ 

・登校してくるときに自動車が勢いよく通り過

ぎていく場所があるよ。 

・歩道がなくて車が来た時にすれすれになると

ころも危険じゃないかな。 

 

 

 

・自動車の交通量が多い千本通に危険が多くあ

るんじゃないかな。 

・道幅の狭い地域，ちょっと中に入ったあたり

の方にも危険があると思うよ。 

・危険なのは自動車だけではないと思うよ。自

動車は通っていなくてもすごい勢いの自転車

がよく通るよ。 

 

○実際に校区のどのような所が危険か，グルー

プごとに調べましょう。 

・交通量が多くて，歩道が赤になったらどんど

ん車が曲がってくるよ。 

・あまり自動車が走っていないからそんなに危

険だと思わないけれど，自動車が来たらわき

によけるスペースがないね。 

・自転車が勢いよく走っていくよ。狭い歩道だ

から自転車が歩道を走ったら危ないね。 

◆前時の学習で使用した資料

を用いてゾーン 30 につい

て確認する。 

◆中京区のゾーン 30 の話を

踏まえ，自分たちの校区に

目を向けられるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●校区地図を提示すること

で，どのあたりに危険があ

るのか，生活経験を基に予

想を立てることができるよ

うにする。 

 

 

 

◆予想を基にグループごとに

調べる区域を分担する。 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちの校区のどこに交通事故が起きる危

険があるのだろう。 
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４ 調べてわかっ

たことを全体で

まとめ，整理す

る。 

広がり・分布 

＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，本時の振

り返りを行う。 

 

 

 

 

 

６ 次時の学習の

見通しをもつ。 

 

 

・やはり○○通は自転車の交通量がとても多い

ね。自動車は走っていなくても危険だ。 

・曲がり角で先がよく見えないよ。飛び出しが

あると自動車からも見えないから危険だ。 

・駐車場から車が出ようとするときに歩行者と

ぶつかりそうになるね。 

 

○それぞれが調べてきた場所のどのような所に

危険がありましたか。 

・自動車の交通量が多いだけではなく，歩道も

狭いので危険だと考えました。 

・道路の幅が狭いけれど，自動車が頻繁に通っ

ているので歩行者にとって危険です。 

○調べたことをまとめると校区のどのような所

に交通事故の危険があるといえますか。 

・交通量の多い通りにはやはり危険だと感じる

場所がたくさんあります。 

・大通りだけではなく，中に入った狭い通りな

どにも危険があります。 

・地域のいろんなところに危険があるので，ど

こでも交通事故が起きる可能性があるといえ

ます。 

○誰にとって危険だといえるのかな。 

・大通りの事故は自動車同士の事故が考えられ

るね。 

・自動車だけではなく，歩行者も事故に合うよ。 

・自動車や歩行者だけではなく，自転車による

事故も考えられるね。 

・道路を使っている人は誰でも交通事故にあう

危険性があるということか。 

 

 

 

○本時の振り返り『今日の学習で一番印象に残

ったこと』を書きましょう。 

・自分たちの地域も改めてみるとたくさんの危

険があることがわかった。安全に気をつけな

ければ交通事故が起きてしまうと思った。 

 

◇調べてみて危険な場所がたくさんあることが

わかってきました。実際に校区や京都市では

交通事故が起きているのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

◆どのような視点から危険だ

と考えたのか，理由を提示

しながら説明するように声

かけをする。 

 

 

◆全体を俯瞰して特徴を捉え

ることができるように問い

かけする。 

【技能②】 

校内の防災設備を調べ，どこ

にどのような設備があるか記

録している。 

（ノートの記述） 

 

●危険がだれにとっての危険

なのかを整理することで，

自分たちにとっても危険が

あることを意識できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

◆一番印象に残った視点から

振り返りをするよう声かけ

をする。 

 

 

私たちの校区には大通りや狭い通りなど，自

動車や自転車，歩行者が交通事故を起こしそ

うな危険な場所が何か所もある。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学習問題〉 

豊臣秀吉の行った政策には，どのような意味があるのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちの校区のどこに交通事故が起きる危険があるのだろう。 

名札 名札 

名札 

私たちの校区には大通りや狭い通りなど，自動車や自転車，歩行者が交通

事故を起こしそうな危険な場所が何か所もある。 

 

 

・自動車の交通量が多い千
本通 

・道幅の狭い地域，ちょっ
と中に入ったあたり 

・三条通。自動車は通って

いなくてもすごい勢い
の自転車がよく通る。 

・交通量の多い通りには危険だと感じる場所がたくさんある。 
・地域のいろんなところに危険があるので，校区のどこでも交通事故が起きる可能性がある。 
・道路を使っている人は誰でも交通事故にあう危険性がある。 

 

校区地図 

交通量が多くて，歩道が
赤になったらどんどん
車が曲がってくる。 
 
 

自動車が来たらわき
によけるスペースが
ない 
 

歩道が狭いから自
転車が歩道を走っ
たら危ない。 
 

自転車の交通量
がとても多い 
 

曲がり角で先が
よく見えない 

駐車場から車が出
ようとするときに
歩行者とぶつかり
そうになる 
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６ 本時の目標（4／11 時間目） 

・京都市の事故の実態を捉え，交通事故を防ぎ，安全がどのように守られているのか，学習問題を考

え，学習計画を立てることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

変化 

＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活経験を基

に予想を立て

る。 

＜推論＞ 

 

 

 

 

 

３ 予想した内容

について資料を

基に調べる。 

広がり・分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○みなさんの校区ではいろいろな場所で交通事

故が起きそうだ，と考えられましたね。 

・自動車や自転車，歩行者のだれもが事故に合

いそうだった。 

・大通りだけでなく，狭い道路も事故にあう可

能性があったよ。 

・校区のどこでも事故に合う危険性があった。 

○事故が起きないようにするために標識や標示

などがあることを学習してきました。実際に

校区にもたくさんの表示や標識がありまし

た。本当に事故は起きているのでしょうか。 

 

 

 

・実際に校区を見て回ったときに危ないと思っ

たよ。知らないだけで事故は起きているんじ

ゃないかな。 

・標識や標示があるから危なくても事故はほと

んど起きていないんじゃないかな。あっても

少ないと思うよ。 

・自分で実際に見たことがあるから，やっぱり

あると思う。 

 

○本当に事故は起きているのかどうか，起きて

いるとしたらその事故はどんな様子なのか資

料を基に調べましょう。 

・中京区のいろいろな所で事故がたくさん起き

ているよ。 

・校区でも実際に事故は起きているんだ。 

・校区を調べて危険だと思ったところでやはり

事故が起きているよ。 

・昼に起きている事故の方が多いようだ。 

・大きな通りや駅の近くで特に多くの事故が起

きているね。 

・4000件以上の交通事故はやはり多いと考えら

れるのではないかな。 

・中京区だけでも年間 300 件以上事故が起きて

いる。 

 

◆前時の学習で作成した校区

マップを振り返るようにす

る。 

 

 

 

 

●子どもたちが危険と判断し

たが，標識や標示がいたる

場所にあり，事故が起きな

いようにしている工夫を示

すことで，思考を揺さぶる

ようにする。 

 

◆実際に起きている，少ない

と考えているそれぞれの子

どもに，年間中京区で何件

くらい起きていると考えて

いるのかを尋ねる。 

 

 

 

 

◆中京区，京都市の交通事故

の件数，事故マップの資料

を提示する。 

●校区地図と比較すること

で，自分の地域で事故が起

きているか確認できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの身の回りで交通事故が起きる危険は

本当にあるのだろうか。 
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４ 事故件数の変

化から，学習問

題を設定する。 

変化 

＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，本時の振

り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 次時の学習の

見通しをもつ。 

○確かに事故は起きているようです。標識や標

示，ゾーン 30などの新しいきまりなどもある

のに事故はまだまだ多いようです。では，10

年前の事故件数を見てみましょう。10年前は

どうだと思いますか？ 

・もっと多かったんじゃないかな。 

・今より人口が少ないから事故は少ないはずだ。 

・10年前には約 10000件だったのに，今は半分

程度に減っているね。 

・半分に減っているけれど，それでもまだ 4000

件以上の交通事故があるよ。 

・でもこの 10 年でものすごく減ってきている

ね。半分以下になっているのはすごい。 

・なぜこんなに事故を減らすことができたのか

な。誰かが事故を減らす努力をしたのかな。 

○まだまだ事故は多いけれど，どんどん減って

きているので，安全に近づいてきているよう

ですね。どうやって守られているのでしょう。 

 

 

 

○火事からわたしたちの生活は消防署や地域の

人によって守られていました。交通事故から

守ってくれる人はいるのかな。 

・警察署の人が守ってくれているはずだ。 

・事故があったときにはすぐに警察署の人が駆

けつけてくれるよ。 

・地域の人が朝の登下校見守ってくれている。

消防署と同じように地域の方も守ってくれて

いるはずだね。 

○これからの学習でその 2 つの視点からどのよ

うに守られているか調べていきましょう。 

 

○今日の学習をまとめ，本時の振り返り『今日

の学習で疑問に思ったこと，これから考えて

いきたいこと』を書きましょう。 

 

 

 

 

 

・想像以上に多くの事故が起きていたが，数は

とても減っていた。なぜなのか考えてみよう

と思う。 

◇学習計画にあるように，次回は警察署につい

て調べていきましょう。 

●10年間の事故件数の変化の

資料を提示し，事故件数が

大きく減ってきていること

を捉えることができるよう

にする。 

●減るためにどのような立場

の人がどのようなことを行

ってきたのかを考えること

で，学習問題を設定できる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆消防署の学習を想起し，予

想を立て，学習計画を立て

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆疑問点や今後考えていきた

いことを振り返るよう声か

けをする。 

 

【思考・判断・表現①】 

学習問題を立て，事故を防ぐ

ための取組について調べる計

画を立てている。 

（発言・ノートの記述） 

私たちの生活は交通事故からどのように守ら

れているのだろう。 

私たちの地域や京都市では実際に事故が様々

な所で起きていた。京都市では年間 4000件以

上も起きているが，10年前と比べると半分以

上に減ってきている。減るための努力があっ

たのではないか。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学習問題〉 

豊臣秀吉の行った政策には，どのような意味があるのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの身の回りで交通事故が起きる危険は本当にあるのだろうか。 

 

名札 名札 

名札 

私たちの地域や京都市では実際に事故が様々な所で起きていた。京都市で
は年間 4000件以上も起きているが，10年前と比べると半分以上に減って
きている。減るための努力があったのではないか。 
 

 

・知らないだけで事故は起

きている。 
・標識や標示があるから危

なくても事故はほとん

ど起きていない。あって
も少ない。 

・自分で実際に見たことが

あるから，やっぱりある
と思う。 

 

・中京区のいろいろ
な所で事故がたく

さん起きている。 
・自分たちの校区で
も実際に事故は起

きているんだ。 
・校区を調べて危険
だと思ったところ

でやはり事故が起
きているよ。 

・昼に起きている事

故の方が多いよう
だ。 

・大きな通りや駅の

近くで特に多くの
事故が起きている
ね。 

・4000 件以上の交通
事故はやはり多い
と考えられるので

はないかな。 
・中京区の事故も 

校区安全マップ 

H29 京都市 4286件 
   中京区  367件 

・自分たちの校区で
も実際に事故は起
きている。 

・校区を調べて危険
だと思ったところ
でやはり事故が起

きているよ。 
・昼に起きている事
故の方が多いよう

だ。 
・大きな通りや駅の
近くで特に多くの

事故が起きている
ね。 

・4000 件以上の交通

事故はやはり多い
と考えられるので
はないかな。 

・中京区の事故も 

・校区を調べて危険

だと思ったところ
でやはり事故が起
きている。 

・昼に起きている事
故の方が多いよう
だ。 

・大きな通りや駅の
近くで特に多くの
事故が起きている

ね。 
・4000 件以上の交通
事故はやはり多い

と考えられるので
はないかな。 

・中京区の事故も 

・大きな通りや駅

の近くで特に多
くの事故が起き
ている。 

・4000件以上の交通事
故はやはり多い。 

・中京区の事故も 300

件以上あり多い。 

・10年前には約 10000件だったのに，

今は半分程度に減っている。 
・半分に減っているけれど，それで
もまだ 4000 件以上の交通事故が

ある。 
・でもこの 10 年でものすごく減っ
てきているね。半分以下になって

いるのはすごい。 
・なぜこんなに事故を減らすことが
できたのかな。誰かが事故を減ら

す努力をしたのかな。 
 私たちの生活は交通事故からどのように守られているのだろう。 

警察署ではどのような取組をしているのだろう。 地域ではどのような取組をしているのだろう。 
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６ 本時の目標（5・6／11 時間目） 

・交通事故から安全を守るため警察署がどのような取組を行っているのかを調べ，交通事故を予防す

るための取組をしたり，事故が起きたときに素早く対応できるような体制をとったりしていること

を理解できるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

類推 

＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活経験を基

に予想を立て

る。 

＜推論＞＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

３ 予想した内容

について資料を

○以前みんなに提示した事故現場の様子を撮っ

た写真です。みなさんが予想したように警察

官が確かに来ています。何をしているのでし

ょうか。 

・交通整理をしているようだ。これ以上事故が

起きないようにするためだね。 

・関係ない人が来ないように立ち入りを制限し

ているように見えるな。 

・事故にあった人から話を聞いているのかな。 

○事故が起きた時に 110 番通報をすると，通信

指令センターに連絡が行き，5～6分でパトカ

ーが到着するそうです。 

・消防署の働きに似ているね。 

・警察だけでなく，消防署にも連絡が行くんだ。 

○消防署の働きを調べている時も，警察の人が

来て交通整理などをしていましたね。交通事

故があっても同じことをするようです。 

○交通事故があったときはこのように事故のあ

った現場で活動をしているようですが，事故

があったときだけこうして活動をしているの

かな。それとも他にもしていることはあるの

かな。事故現場でしていることも交通整理だ

けかな。 

 

 

 

・事故現場では交通整理以外にも聞き取りもし

ているから事故原因を調べているのではない

かな。 

・消防署の人も火事が起きないときもパトロー

ルをしたりしていたよ。交通事故が起きない

ようにするための取組を普段からしているの

ではないかな。 

・交通事故防止の取組に時間を費やしているの

ではないかな。 

 

○京都府警が出しているパンフレットです。こ

の資料を用いてどのような取組をしているの

◆1Hにも使用した四条通りで

の交通事故のスライドを提

示し，京都市であった交通

事故の様子を想起できるよ

うにする。 

●警察署の人の様子に着目し

たり，消防署の働きの学習

を想起したりすることで，

警察署の動きを理解できる

ようにする。 

●スライドを提示し，通信指

令センターの果たす役割を

消防署の働きを想起するこ

とで理解できるようにす

る。 

 

 

●事故が起きた時と起きてい

ない時，事故現場で交通整

理とそれ以外，といった視

点から子どもに問いかける

ことで，予想を立てられる

ようにする。 

 

 

 

◆提示した資料を用いて予想

したり消防署の学習を想起

したりして，どのようなこ

とをしているのか考えるよ

う問いかける。 

 

 

 

 

 

◆警察組織が様々な部門から

成り立っており，その中の

警察署では交通事故から安全を守るためにど

のような取組をしているのだろう。 
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基に調べる。 

仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ なぜ様々な取

組を行うのか，

その理由を考え

る。 

思い 

＜比較＞＜関連＞ 

＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，本時の振

り返りを行う。 

 

 

 

 

 

６ 次時の学習の

見通しをもつ。 

か，予想を基に調べましょう。 

・消防署と同じで 24時間勤務しているよ。 

・地域警察はパトロールを行っているようだ。 

・事故や事件があったら現場に急行して被害者

を助けたり犯人を逮捕したりしているんだ。 

・平安騎馬隊は下校中のパトロールを行ってい

るよ。そういえば見たことあるな。 

・交通警察は白バイやパトカーを使って交通違

反の取り締まりをしているね。ルールを守る

ようにして安全を守ろうとしているんだ。 

・幼児や高齢者などに交通安全教室を開いてい

るんだ。 

・事故現場では交通鑑識による調査も行うみた

いだね。 

・渋滞情報を提供したり信号制御したりするこ

とで事故を減らそうとしているんだ。 

・事故が起きた時だけでなく，起きていないと

きも様々な取組を行っているんだね。 

 

○交通事故が起きた時だけではなく，普段から

事故防止の取組をしているようです。様々な

部署でたくさんの仕事をしていますが，なぜ

警察署の人はこんなにもたくさんの取組をす

るのでしょう。 

・交通警察の巡査は自分も交通事故にあったか

ら事故防止を目指したいという思いでやって

いるようだ。 

・「事故で悲しむ人を一人でも減らしたい」，と

いう思いが取組につながっているのかな。 

・交通警察の人だけではないよ。「府民の笑顔を

守れる」というところから地域警察の人が取

り組んでいる思いが込められているね。 

 

 

 

 

○今日の振り返りは，『最初と後の調べ学習を振

り返って感じたこと，さらに調べてみたいこ

と』を書きましょう。 

・最初に調べていた時は何をしているかしか調

べなかったけど，同じ資料でも違うことが調

べられて考えが深まった。 

・警察署はほかの仕事もしているようだ。どん

なことをしているのだろう。 

 

◇警察署では他にどのような仕事をしているの

でしょう。 

交番，地域警察，交通警察

について調べることを伝え

る。 

◆資料に鉛筆で線を引いたり

書き込んだりして調べるよ

うに声かけをする。 

【技能①】 

事故が起きた時の警察署や関

係機関の取組について資料を

用いたり見学したりして調べ

ている。 

（発言・ノートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

◆なぜしているのか，警察官

の思いについて考えるよ

う，視点を明確にして発問

する。 

◆さらに調べる時には，資料

に赤で線を引いたり書き込

んだりするように声かけを

する。 

●色を変えて調べることで，

振り返ったときに，自分の

調べる視点がどのように変

化したのかを振り返ること

ができるようにする。 

【知識・理解①】 

事故が起きた時の警察署や関

係機関との連携等を理解して

いる。 

（発言・ノートの記述） 

◆自分の調べ学習を振り返

り，どのような視点で調べ

ていたのか，視点の変化に

着目できるよう声かけをす

る。 

●次時につながる疑問をもつ

子どもに振り返りを発表さ

せることで，問題意識を連

続させることができるよう

にする。 

交通事故を無くしたい，安全を守りたいとい

う強い思いをもって交通事故を防ぐための取

組や事故現場での活動を行っている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学習問題〉 

豊臣秀吉の行った政策には，どのような意味があるのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察署では交通事故から安全を守るためにどのような取組をしているのだろう。 

 

名札 名札 

名札 

 

・事故原因を調べている。 
・交通事故が起きないよう

にするための取組を普

段からしている。 
・交通事故防止の取組に時

間を費やしているので

はないかな。 
 

・「事故で悲しむ人を一人でも減らしたい」，という思いが取組につながって

いるのかな。 
・交通警察の人だけではないよ。「府民の笑顔を守れる」というところから
地域警察の人が取り組んでいる思いが込められているね。 

・交通整備をしている。 

・事故や事件があったらすぐに現場に急行して被害者を
助けたり犯人を逮捕したりする。 

・事故現場では交通鑑識による調査も行う。 

交通事故を無くしたい，安全を守りたいとい

う強い思いをもって交通事故を防ぐための取
組や事故現場での活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非番員
ひばんいん

か ら 前日
ぜんじつ

の 事件
じけん

や 事故
じ こ

の

取扱い
とりあつかい

について報告
ほうこく

を受け
う け

，業務
ぎょうむ

を

引き継ぎま
ひ き つ ぎ ま

す。 
住宅
じゅうたく

や事務所
じ む し ょ

を訪問
ほうもん

して，防犯
ぼうはん

指導
し ど う

をしたり，地域
ち い き

の様子
よ う す

を把握
は あ く

したりします。 

書類
しょるい

を作ったり交番へ訪ねてきた

人の対応
たいおう

を行
おこな

ったりします。 

銀行
ぎんこう

や コ ン ビ ニ へ の 立ち寄り
た よ

警戒
けいかい

，不審者
ふしんしゃ

や車への職務
しょくむ

質問
しつもん

な

どを行います。 現場
げ ん ば

に急行
きゅうこう

し，被害者
ひがいしゃ

からの話を

聞いたり鑑識
かんしき

活動
かつどう

，被害届
ひがいとどけ

を受け

取ったりします 

職務
しょくむ

質問
しつもん

による自転車
じてんしゃ

の盗難
とうなん

の

検挙
けんきょ

や被疑者
ひ ぎ し ゃ

の取調べなどを行い

ます。 

不審者
ふしんしゃ

に対する警戒
けいかい

，各種
かくしゅ

相談
そうだん

を

受けます。 

交番
こうばん

では，パトロールや立ち寄り
た  よ  

警戒
けいかい

を行うとともに，地域
ち い き

の様子
よ う す

を把握
は あ く

するなど住民
じゅうみん

の要望
ようぼう

に応
こた

えるた

めの活動
かつどう

を行っています。また，不審者
ふしんしゃ

への職務
しょくむ

質問
しつもん

や犯罪
はんざい

検挙
けんきょ

活動
かつどう

，被害届
ひがいとどけ

や落し物などを受け取るな

ど，様々な仕事を行っています。 

交番 

交番
こうばん

勤務
き ん む

の警察官
けいさつかん

の一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府民
ふ み ん

の笑顔
え が お

を守れる，頼れる
たよ    

「おまわりさん」になる。 

 警察
けいさつ

が扱う
あ つ か

各種
かくしゅ

事件
じ け ん

・事故
じ こ

の

最初
さいしょ

の対応
たいおう

を行う重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を

担って
に な っ て

いるのが地域
ち い き

警察
けいさつ

です。 

 地域
ち い き

警察
けいさつ

は，府民
ふ み ん

の安全・安心

を守るため，交番や駐在所
ちゅうざいしょ

等
とう

を

拠点
きょてん

とした活動
かつどう

を行うとともに，

パトカーやヘリコプター，船舶
せんぱく

を

活用
かつよう

して京都府内全域
ぜんいき

をパトロ

ールし，事故や事件
じ け ん

が起きればす

ぐに現場に急行し，被害者
ひがいしゃ

を助け

たり犯人
はんにん

を捕
つか

まえたりします。 

 また，鉄道
てつどう

警察隊
けいさつたい

では列車
れっしゃ

や

鉄道
てつどう

敷地内
しきちない

での犯罪
はんざい

の予防
よ ぼ う

・取締
とりしま

を，平安
へいあん

騎馬隊
き ば た い

では児童
じ ど う

の登
とう

下校
げ こ う

パトロールなども行っています。 

地域
ち い き

警察官
けいさつかん

は，常
つね

に警戒
けいかい

態勢
たいせい

を

保
たも

，様々なことに対応
たいおう

しながら

交番前
こうばんまえ

での立番
たちばん

，家庭
か て い

や店
みせ

などを

訪問
ほうもん

する巡回
じゅんかい

連絡
れんらく

，お祭りや行事
ぎょうじ

などの警備
け い び

，地域
ち い き

の防犯
ぼうはん

ボランテ

ィア等
とう

と協 力
きょうりょく

活動などを通じ

て，府民の方々と接
せっ

しています。 

 警察
けいさつ

本部
ほ ん ぶ

 地域部機動警
ち い き ぶ き ど う け い

ら課
か

 

    巡査
じゅんさ

へのインタビュー 

 

京都マラソンで女性白バイ

隊員
たいいん

の姿
すがた

にあこがれて警察官
けいさつかん

に

なりました。研修
けんしゅう

を受ける中で

地域
ち い き

に溶
と

け込
こ

み，府民を守る地域
ち い き

警察
けいさつ

に大きな魅力
みりょく

を感じました。

主
おも

な仕事はパトカーに乗っての

パトロールで，110 番通報を受

ければいち早く現場
げ ん ば

に向かい，

犯人
はんにん

逮捕
た い ほ

に全力
ぜんりょく

を尽くします
つ         

。 

 相手の心をしっかりと読み，

冷静
れいせい

に事態
じ た い

を把握
は あ く

することは，

日々の経験値
けいけんち

によるものが多く，

完璧
かんぺき

を目指して先輩
せんぱい

の姿勢
し せ い

に学

んでいます。 

機動警
き ど う け い

ら課
か

航空隊
こう く うたい

            

 空からのパトロール活動
かつどう

，地上

のパトカーと連携
れんけい

した犯人
はんにん

の

追跡
ついせき

。捜索
そうさく

活動
かつどう

，山岳
さんがく

遭難者
そうなんしゃ

など

の捜索
そうさく

救助
きゅうじょ

活動
かつどう

，その他災害
さいがい

警備
け い び

活動，交通
こうつう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

などを行っ

ています。 

  警察用
けいさつよう

船舶
せんぱく

                

 京都府
きょうとふ

北部
ほ く ぶ

の日本海
にほんかい

を管轄
かんかつ

す

る警察
けいさつ

署
しょ

に配備
は い び

され，密漁
みつりょう

や海事
か い じ

法令
ほうれい

違反
い は ん

の取り締まり
と  し   

，不審
ふ し ん

船
せん

に

対する
たい    

警戒
けいかい

や水難
すいなん

救助
きゅうじょ

，水上レジ

ャーの安全
あんぜん

指導
し ど う

などを行ってい

ます。 

鉄道
てつどう

警察隊
けいさつたい

                

 駅
えき

構内
こうない

や列
れっ

車内
しゃない

での警戒
けいかい

活動
かつどう

を行ったり，女性
じょせい

隊員
たいいん

によるレデ

ィース相談
そうだん

対応
たいおう

等
とう

を行ったりし

ています。 

地域
ち い き

警察
けいさつ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，交通
こうつう

事故
じ こ

が発生
はっせい

すればわ

ずかなこん跡
せき

も見逃
み の が

さない鑑識
かんしき

活動
かつどう

により交通
こうつう

事故
じ こ

の全容
ぜんよう

を

解明
かいめい

します。その他，道路情報
じょうほう

の

提供
ていきょう

や道路使用許可
き ょ か

などを認
みと

め

る仕事，運転
うんてん

免許証
めんきょしょう

の交付や更
こう

新
しん

業務
ぎょうむ

などを行っています。この仕

事の目的は交通事故を一件でも

減
へ

らすことです。 

 究 極
きゅうきょく

の目的，交通事故ゼロの

社会を実現
じつげん

するため，日々交通
こうつう

警察
けいさつ

が活動
かつどう

しています。 

 交通
こうつう

事故
じ こ

のない安全で安心な

社会を目指して活動
かつどう

しているの

が交通警察
けいさつ

です。 

 交通警察
けいさつ

では，交通事故の発生

状 況
じょうきょう

から，その特徴
とくちょう

や傾向
けいこう

を

分析
ぶんせき

し，白バイやパトカーを駆使
く し

した交通違反
い は ん

の取り締
し

まりや，信

号機・道路標識の整備等の交通
こうつう

規則
き そ く

による安全で快適
かいてき

な交通

環境
かんきょう

の整備の他，幼児
よ う じ

から高齢者
こうれいしゃ

までに応
おう

じた交通安全教育など

に取り組んでいます。 

交通
こうつう

事故
じ こ

で悲
かな

しむ人を一人でも減
へ

らしたい。 

交通鑑識
かんしき

                 

 ひき逃
に

げや重大事故
じ こ

が発生し

た時，現場
げ ん ば

へ駆
か

けつけ，ち密
みつ

な

鑑識
かんしき

活動により，ひき逃
に

げ犯人
はんにん

の

特定や，事故
じ こ

状 況
じょうきょう

の分析
ぶんせき

と原因
げんいん

の解明
かいめい

を行います。 

  交通管制
かんせい

センター             

 交通事故
じ こ

や交通渋滞
じゅうたい

などの情

報を集め，ドライバーへの情報
じょうほう

提供
ていきょう

や渋滞
じゅうたい

を解消
しょう

するための

信号
しんごう

制御
せいぎょ

等
とう

を行っています。 

交通安全
あんぜん

教育
きょういく

               

 交通安全意識
い し き

を高め，交通事故
じ こ

のない社会を築
きず

くため，年齢
ねんれい

など

に合わせてわかりやすい交通安

全教室を実施
じ っ し

しています。 

交通警察
けいさつ

 

 警察
けいさつ

本部
ほ ん ぶ

 交通部
こうつうぶ

交通
こうつう

機動隊
きどうたい

 

    巡査
じゅんさ

へのインタビュー 

 

大学
だいがく

卒業後
そつぎょうご

，一般
いっぱん

企業
きぎょう

で勤務
き ん む

してい

ま し た が ， 親族
しんぞく

が 交通
こうつう

事故
じ こ

に

巻き込まれ
ま  こ    

，悲しい
かな    

思いを経験
けいけん

したこ

とで，警察官
けいさつかん

を目指し
め ざ   

，少しでも交通

事故防止
ぼ う し

に役立
や く だ

てればと思い，交通部

門の警察官
けいさつかん

を希望
き ぼ う

しました。 

 現在は白バイ隊員
たいいん

として機動力
きどうりょく

を

生かし，京都府全域
ぜんいき

で交通取り締
し

まり

等の交通事故防止
ぼ う し

活動
かつどう

を行っていま

す。警察官
けいさつかん

となり実感
じっかん

したことは，交

通事故は日々起こっており，大切な命

が奪
うば

われ，同じ経験
けいけん

をした府民の方々

がとても多いということです。 

 「交通事故を防止
ぼ う し

する。」これが果
は

た

すべき使命であることを胸
むね

に刻
きざ

み、今

日も白バイで活動しています。 

・消防署と同じで 24時間勤務している。 

・地域警察はパトロールを行っている。 
・平安騎馬隊は下校中のパトロールを行っている。 
・交通警察は白バイやパトカーを使って交通違反の取り締まり。 
・幼児や高齢者などに交通安全教室を開いている。 

京都府警 警察官募集パンフレットより作成資料 
 

普段 事故があったとき 
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６ 本時の目標（8・9／11 時間目） 

・警察署だけではなく，地域の方々が事故や事件から守るために活動を行っていることを調べ，その

理由を説明することができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

類推 

＜比較＞ 

 

 

２ 生活経験を基

に予想を立て

る。 

＜推論＞＜類推＞ 

 

 

３ 予想した内容

について資料を

基に調べる。 

仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ なぜ様々な取

組を行うのか，

その理由を考え

る。 

思い 

＜関連＞＜総合＞ 

＜類推＞＜推論＞ 

 

 

○前回警察署に行ったときに警察署だけではな

く地域でも事故や事件から安全を守るために

取り組んでいることがあることを聞きまし

た。地域の人々はどんなことをしているので

しょう。 

 

 

 

・登下校するときに見守ってくれている地域の

方がいるよ。 

・たくさんの人が見守っていてくれるね。 

・登下校の時以外にもしてくれていることって

あるのかな。 

 

○地域の人々が行っていることは誰のために行

っているといえるのか資料を基に調べてみま

しょう。 

・子ども 110 番の家がある。校区でも見たこと

があるよ。 

・110 番の家は不審者が出たりしたときにすぐ

に逃げることができるようになっているね。

これがあることで私たちが何かあったときに

助けてもらえるな。 

・6 月に自転車安全教室を行ったね。自転車安

全教室を行ったのも地域の人たちなんだ。 

・小学生が起こす自転車事故を減らすことがで

きるよね。 

・登校の時に見守ってくれている地域の人も私

たちの安全を守っているといえるね。 

 

○地域の人たちが行っていることは私たちの安

全をまもるために行っているといえるようで

すね。ではなぜこのような取組を行っている

のでしょう。事故や事件から安全を守るため

に警察があるのではないですか。 

・警察署の人たちが事故や事件から安全を守る

ためいろいろな事を取り組んでいるけれど，

それだけでは十分ではないからだ。 

・警察署もたくさんの取組をしているけれど事

◆警察署の話を基に地域の取

組に目を向けるようにす

る。 

 

 

 

 

 

◆どのような場面で見たこと

があるかを想起して発言す

るよう問いかける。 

 

 

 

●「何を」「誰のため」という

視点から考えることができ

るように問いを発すること

で,何のために取り組んで

いるのか,その意味につい

ても整理して目を向けるこ

とができるようにする。 

◆どんな立場の人が行ってい

るのかを考えるように問い

かける。 

【技能①】 

地域の見守り隊等の取組につ

いて資料や地域の方のお話を

基に調べている。 

（発言・ノートの記録） 

 

◆警察署が様々な取組を行っ

ているにもかかわらずなぜ

地域の人が行うのか，その

意味を考える問を投げかけ

るようにする。 

◆グループでその理由を考え

るようにする。 

 

 

地域の人々は事故や事件から安全を守るた

めに，どのようなことをしているのだろう。 
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５ 地域の方にお

話を伺い，自分

たちの考えを検

証する。 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の問いに

対するまとめを

行い，本時の振

り返りを行い，

次時の学習の見

通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

故や事件をもっと防ごうと思ったら地域でも

何かしなければと思ったんじゃないかな。 

・私たちの地域でも事故はたくさん起きていた

から，その事故から安全を守るためには警察

と協力しないといけないのではないかな。 

・警察と一緒に安全の取組を広げるためには地

域の力が必要だ。自転車安全教室もだから行

ったんだ。 

・消防署の学習で消防団の方の思いと同じよう

に，地域の安全は地域でも守るという思いが

あったからではないかな。 

 

○様々な考えがあるようですが本当かどうか，

地域の方に話を聞いてみましょう。 

・より安全な街づくりのために活動を行ってい

るんだな。 

・私たちの安全を守ることを考えて取り組んで

くれているんだ。 

・私たちの知らないところで他にも様々な活動

をしてくれているんだな。だから私たちは事

故にあうことなく安心して生活できるんだ。 

 

○今日の学習のまとめをします。 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習で一番印象に残ったことは何か，

それはどうしてか理由も併せて振り返りを書

きましょう。 

・自分が思っていたように地域を守りたいとい

う思いから活動をしていることが分かった。

それでも毎日することは大変だと思う。それ

だけ守りたい思いが強いんだなと感じた。 

 

◇事故や事件から安全を守るために警察や地域

の人が取り組んできていることが分かりまし

た。これまでの学習を整理するとどのように

まとめられるかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＧＴに話を伺うことで考え

た事実を検証できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現②】 

警察署と地域が協力すること

で事故や事件から安全なくら

しを守ろうとしていることを

説明している。 

（発言・ノートの記述） 

 

 

◆振り返りの視点を伝えるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

●次時の学習活動を意識させ

ることで，単元の学習を連

続して考えることができる

ようにする。 

 

地域の方は交通事故や事件から地域の安全

を守りたい，地域の子どもの私たちを守りた

いという願いを実現するために,毎日のよう

に安全を見守るなど様々な活動を行い，警察

と協力することで事故や事件から安全なく

らしを守ろうとしている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学習問題〉 

豊臣秀吉の行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の人々は事故や事件から安全を守るために，どのようなことをしているのだろう。 

 

名札 名札 

名札 

・6月に自転車安全教室

を行った。 
・自転車安全教室を行
ったのも地域の人 

→小学生が起こす自転
車事故を減らすこと
ができる。 

・登校の時に見守って
くれている地域の人
も私たちの安全を守

ってくれている。 
 

地域の方は交通事故や事件から地域の安全を守りたい，地域の子どもの私たちを守

りたいという願いを実現するために,毎日のように安全を見守るなど様々な活動を
行い，警察と協力することで事故や事件から安全な暮らしを守ろうとしている。 

 

事故 事件 

・子ども 110 番の家がある。校

区でも見たことがある。 
・110 番の家は不審者が出たり
したときにすぐに逃げること

ができるようになっている。 
→私たちが何かあったときに助
けてもらえる。 

 

・警察署の人たちが事故や事件から安全を守るためいろいろな事を取り組んでいるけれど，それだけでは十分ではないから。 
・警察署もたくさんの取組をしているが事故や事件をもっと防ごうと思ったら地域でも何かしなければと思った。 
・私たちの地域でも事故はたくさん起きていたから，その事故から安全を守るためには警察と協力しないといけないと考えた。 

・警察と一緒に安全の取組を広げるためには地域の力が必要だから。 

地域の人々の 
取組資料 

 

・登下校するときに見守っ
てくれている地域の方
がいるよ。 

・たくさんの人が見守って
いてくれるね。 

・登下校の時以外にもして

くれていることってあ
るのかな。 

 

 

地域の人々の 
取組資料 
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６ 本時の目標（10／11時間目） 

・事故や事件から生活の安全を守るために警察署や地域が協力して行っている取組や工夫等について，

学習したことをまとめることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ これまでの学

習を振り返り，

本時の問いを確

認する。 

 

 

 

２ それぞれの立

場でどのような

取組が行われて

いたのか，それ

をどのような思

いで行っていた

のか整理する。 

役割・影響・協力 

願い・工夫・努力 

つながり・仕組み 

対策・事業 

＜総合＞＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これまでに事故や事件から生活の安全を守る

ためにどのようなことが行われているのか学

習をしてきました。今日はこれまでの学習を

まとめていきます。 

 

 

 

○どのような立場での取組がありましたか。 

・警察の人々の様々な取組があったね。 

・警察だけではなく地域の人も協力して取り組

んでいたよ。 

○それぞれの立場の人の取組を事故や事件をふ

せぐ取組から整理しましょう。どんな取組を

何のためにしていましたか。 

・警察署の人は消防署と同じで 24時間勤務して

いたね。 

・事故や事件があったらすぐに現場に急行して

被害者を助けたり犯人を逮捕したりします。 

・交通警察は白バイやパトカーを使って交通違

反の取り締まりをしているね。ルールを守る

ようにして安全を守ろうとしているんだ。 

・幼児や高齢者などに交通安全教室を開きます。 

・事故が起きた時だけでなく，起きていないと

きも様々な取組を行っていたな。 

・事故だけでなく事件をふせぐために日々パト

ロールを行っていたな。 

・地域で犯罪が起きないように高齢者の家を訪

ねたり防犯の呼びかけをしたりしていたよ。 

○地域の人はどのような取組をしていますか。 

・子ども 110 番の家がたくさんあったので，不

審者が出たりしたときにすぐに逃げることが

できるようになっています。 

・わたしたちも参加した自転車安全教室を行っ

たのも地域の人たちでした。小学生が起こす

自転車事故を防ぐことができます。 

・登校の時に見守ってくれている地域の人も私

たちの安全を守ってくれています。 

○どんな思いで取り組んでいましたか。 

・事故防止を目指したい，悲しむ人を一人でも

 

 

 

 

 

 

 

◆警察・地域の取組に分けて

整理してまとめるようにす

る。 

 

●「何を」「何のため」という

視点から取り組みを整理す

るよう，発問で視点を整理

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ私たちのくらしが事故や事件から守ら

れているのだろう。 
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３ 人々の取組だ

けでなく，法や

きまりでも守ら

れていることを

確認する。 

 

 

４ 自分たちの安

全が守られてい

る様子を図示し

てまとめる。 

役割・影響・協力 

願い・工夫・努力 

つながり・仕組み 

対策・事業 

＜総合＞ 

＜再構成＞ 

 

 

５ 自分たちがで

きることを考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の問いに

対するまとめを

行い，本時の振

り返りを行い，

次時の学習の見

通しをもつ。 

 

 

 

 

 

減らしたい，という思いで取り組んでいます。 

・府民の笑顔を守る思いで取り組んでいました。 

・地域の人もわたしたちの安全を守るために毎

日立当番をしていました。警察署の人と思い

は同じだと思います。 

 

○学習の始めにゾーン 30 などのきまりがある

ことも学習しました。このようなきまりは何

のためにあるのですか。 

・このきまりも安全を守るためだね。 

・法律やきまりを作ることでさらに安全に生活

することができるようになるな。 

 

○警察署，地域，法やきまりの三つがそろうこ

とで事故や事件を防いで安全に暮らすことが

できるようです。 

・図にまとめると三つが連携しているように示

せるね。 

・事故や事件を防いで安全・安心な街にしたい

という思いは共通しているから真ん中に書く

と分かりやすいね。 

・「火事をふせぐ」の学習と同じような図だ。 

・火事の時と同じように事故や事件を防ぐため

私たちにできることはないかな。 

 

○事故や事件をふせぐために自分達にはどんな

ことができそうか話し合ってみましょう。 

・自分達も交通事故が起きないように交通ルー

ルを守ることは大切だ。 

・地域の人や警察署の人に守ってもらうだけで

はなく，自分たちが意識して安全に通行する

ことが大切ではないかな。 

・私たちも乗る自転車の事故はやっぱり多い。

安全教室に積極的に参加したいね。 

 

○わたしたちにもできることをすることで，さ

らに安全な社会になっていきますね。今日の

学習のまとめをします。 

 

 

 

 

 

 

 

○安全を守るために自分はどうしていきたいと

考えるか，振り返りに書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

◆法やきまりも事故や事件を

ふせぐための大きな要素で

あることを確認する。 

 

 

 

 

●模式図で示して表すこと

で，どのように守られてい

るのかを客観的にとらえら

れるようにする。 

●消防署の学習との関連や模

式図を確認することを通

じ，自分たちにもできるこ

とはないか，という視点を

図に加え，どのようなこと

ができるか考えることがで

きるようにする。 

 

●自分たちができることを考

える際，子どもたちが生活

で利用する自転車の事故件

数等の資料を提示・配布す

ることで，自分たちにでき

ることにはどのようなこと

があるのか参考にできるよ

うにする。 

 

 

【知識・理解②】 

警察署や地域，関係機関，法，

さらに自分が関わることで安

全なくらしが守られているこ

とを理解している。 

（発言・ノートの記述） 

 

警察署や地域の方々が普段から交通事故の防

止や防犯のために活動したり法やきまりを整

えたりすることで，事故や事件からわたした

ちの生活の安全が守られている。自分達も交

通ルールを守るなど意識することでさらに安

全な社会が築ける。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学習問題〉 

豊臣秀吉の行った政策には 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ私たちのくらしが事故や事件から守られているのだろう。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・自分達も交通ルールを守る。 
・自分たちが意識して安全に通行することが大切。 
・歩行者事故も多いが，自転車事故も多いので気を付

ける必要がある。 
・私たちも乗る自転車の事故はやっぱり多い。安全教
室に積極的に参加したい。 

・地域の方の話に合ったように，信号が点滅していた
ら交差点ではしっかり停まって安全に。 

 

警察署や地域の方々が普段から交通
事故の防止や防犯のために活動した

り法やきまりを整えたりすること
で，事故や事件からわたしたちの生
活の安全が守られている。自分達も

交通ルールを守るなど意識すること
でさらに安全な社会が築ける。 

 

法・きまり 

地域 
・24時間勤務 
・現場に急行して被害者の救助と犯人の逮捕 
・交通違反の取り締まり。 

・幼児や高齢者などに通安全教室の開催。 
・事故・事件をふせぐための日々パトロール。 
・高齢者への防犯の呼びかけ 

 

警察署 

・子ども 110番の家がたくさんあった。 
・自転車安全教室も地域の人たち。 
・登校の時に見守ってくれている地域の人。 

自分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

烏
丸
通
り 

堀
川
通
り 

朱雀第一小学校 

二条城 

四条通り 

三条通り 

西
大
路
通
り 

御池通り 

平成 29年 京都市内の交通事故件数  4286件 

      中京区の全交通事故件数   367件 

中京区の自転車関係事故件数   133件 

中京区の歩行者関係事故件数   54件 



22 

 

６ 本時の目標（11／11時間目） 

・自分たちも使っている自転車による事故を減らすため，自転車免許制度を設定することについてど

う考えるか，これまでの学習を踏まえて自分の考えを表現することができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 単元のまとめ

を振り返るとと

もに，自転車免

許制について知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自転車免許制

のメリット・デ

メリットを考え

る。 

影響・工夫 

仕組み 

対策・事業 

＜比較＞＜関連＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○警察，地域，法・きまり，そして自分たち。

この 4 つの視点が関わり合うことで事故や事

件からわたしたちの生活の安全・安心が守ら

れていることがわかりました。 

○法・きまりを守ることでその事故を減らすこ

とにつながりますが，中京区の事故の 3 件に

1 件は自転車が関係していました。警察も自

転車事故を減らすために呼びかけています。 

○自転車が歩行者を死亡させてしまった例もあ

ります。そんな自転車事故を無くすために自

転車を免許制にしたらいいのではないか，と

いう議論があります。 

・自転車免許制度ってどんな制度かな。 

・事故が減るならいいのではないかな。 

○自転車免許制度になると，自動車の免許と同

じように免許がない人は自転車に乗れませ

ん。みなさんも免許を取るためには実技講習

を受けたり，様々な法・きまりを勉強したり，

運転免許試験に合格する必要もあります。運

転違反をしたら免許が無効になります。 

 

 

 

○自転車を免許制にした時にはどんなメリット

があると考えられますか。 

・法で決められるからみんな正しい乗り方を知

ることができる。 

・きまりを守らない人は乗れなくなるから事故

が減ると考えられるね。 

○自転車免許制は４つの関係のうち法が大きく

なるということですね。逆にどんなデメリッ

トが考えられますか。 

・乗りたい人が乗れなくなるね。 

・わざわざ取りに行くのは大変だな。 

○警察がもっと厳しく自転車を取り締まったら

いいのではないかという話もあります。そう

なると法ではなく，警察の部分が大きくなっ

ていきますね。 

○皆さんは賛成でしょうか，反対でしょうか，

●前時の板書を側面に掲示す

ることで振り返れるように

する。 

 

◆自転車事故の実態のグラフ

を提示する。 

◆警察も自転車事故を減らす

ためにパンフレットをつく

ったり呼びかけたりしてい

ることを伝える。 

 

 

 

 

◆自転車免許制について説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

●自転車免許制を導入するメ

リット・デメリットをそれ

ぞれあげることで，自分の

立場を選択できるようにす

る。 

◆メリット・デメリットが考

えにくい時は教師が例示す

る。 

●4者の関係図を利用して示

すことで，何を強調して安

全を守ろうとしているのか

を捉えられるようにする。 

 

 

 

●黒板に名札を貼ることでそ

自転車事故を減らすために自転車を免許制

にするべきだろうか。 
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３ 自分の立場を

示し，なぜそう

考えるか討論を

行う。 

役割・影響・協力 

願い・工夫・努力 

つながり・仕組み 

対策・事業 

＜総合＞＜分類＞ 

＜関連＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  議論を踏ま

え，どのような

ことが大切なの

かを考える。 

＜総合＞ 

＜再構成＞ 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

するとともに振

返りを行う。 

 

 

 

自分の立場を黒板に示しましょう。 

○なぜ賛成か意見を述べてください。 

・自転車事故がこれだけあるから命を守るため

に免許制にすることはよいと思います。 

・ルールを守っていない人がたくさんいるけど，

しっかり守ることができるようになります。 

○なぜ反対か意見を述べてください。 

・免許制にしても違反する人は違反すると思い

ます。 

・自動車の免許と同じように法を覚えないと乗

れなくなるけど，子どもに法は難しいです。 

・警察が取り締まりを強化することで防げるの

であれば，する必要はないかな。 

○それぞれの立場から意見がありましたが，反

論はありますか？ 

・命を守るためには子どもも法やきまりを守る

ために覚えるのは大人も子どもも同じだよ。 

・免許制があることで重大な事故は減るかもし

れないけれど本当に必要だという人が使えな

くなったら生活が困るよ。そうでなくてもみ

んなが交通ルールを守ることで自転車事故は

減らせるはずだ。 

・法やきまりをつくって規制することで事故を

減らせるかもしれないけれど，生活が大変に

なるという問題も起きるから警察に規制して

もらう方が効果的ではないかな。 

 

○法で規制してもみんなが守らなければ意味が

ない，でも警察の役割を大きくしても，みん

なが守らなければ事故は減らないですね。安

全を守るために何が大切なのかな。 

・自分たちの立場が大切なんだ。 

・自分たちがしっかり法やきまりを守ること，

みんなが守ることで安全になるといえる。 

・一人一人が意識をしっかりもつことは法をつ

くることよりも大切なのではないかな。 

 

 

 

 

 

○今日の学習で考えたこと，これから生かした

いことを振返りに書きましょう。 

・警察，地域，法・きまりと一緒に自分たちが

適切に法やきまりに関わっていくことが本当

の安全をつくっていくことにつながるから，

まずは自分がしっかり守っていきたい。 

れぞれの立場を視覚化でき

るようにする。 

◆賛成派，反対派のそれぞれ

の主張を分けて聞くように

する。 

◆討論を通じて立場が変わっ

てもよいことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

◆各立場の主張を踏まえて反

論をするようにする。 

●反論する立場の人にはどう

したら守れるのかを併せて

聞き，４者のどの視点を大

切にするのかを考えること

で，法によらない解決策を

考えることができるように

する。 

 

 

 

 

 

◆4者のうち，「自分」たちが

「法・きまり」を守ること

でより安全になることを整

理してとらえられるように

する。 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度②】 

地域社会の一員としてどうす

ることで安全なくらしが守ら

れるのか考え，自分の考えを

示している。 

（発言・ノートの記述） 

 

 

 

生活の安全を守っていくためにはただ新しく

法をつくったり警察の取り締まりを強化した

りするだけでなく，自分たちがしっかりと

法・きまりを守ることが大切である。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車事故を減らすために自転車を免許制にするべきだろうか。 

。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・免許制にしても違反する人は違反する。 
・自動車の免許と同じように法を覚えないと乗れなく
なるけど，子どもに法は難しい。 

・警察が取り締まりを強化することで防げるのであれ
ば，する必要はない。 

生活の安全を守っていくためにはただ新しく法をつくったり警察の取り締まりを強
化したりするだけでなく，自分たちがしっかりと法・きまりを守ることが大切である。 

 

・自転車事故がこれだけあるから命を守るため

に免許制にすることはよい。 
・ルールを守っていない人がたくさんいるけ
ど，しっかり守ることができるようになる。 

 

自転車免許制 

●自動車の免許と同じように免許がない人は自転車に乗れません。

●みなさんも免許を取るためには実技講習を受けたり，様々な法・  

きまりを勉強したり，運転免許試験に合格する必要があります 

●運転違反をしたら免許が無効になります。 

・法で決められるからみ
んな正しい乗り方を知

ることができる。 
・きまりを守らない人は  
 乗れなくなるから大き

な事故が減る。 

・自転車に乗りたい人，

必要な人が乗れない。 
・子どもも免許をとらな
いといけないため大

変。 
 

メリット デメリット 

賛成 反対 


